
◇
「
財
政
」
こ
の
３
年
間
が

大
切
だ
！

総
額
を
決
め
、
歳
入
予
算
の
範

囲
で
予
算
編
成
を
行
っ
て
も
ら

い
た
い
。

　

企
画
財
政
課
長　

ご
指
摘
の
と
お

り
、
歳
入
を
見
越
し
た
予
算
編
成
は
大

事
だ
。
次
年
度
に
向
け
て
歳
入
面
を
強

調
し
た
状
況
で
出
来
る
か
、
い
ま
予
算

編
成
方
針
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
。

西
地
区
、
浦
添
西
原
バ
イ
パ
ス

沿
道
周
辺
の
、
供
用
開
始
は
何

年
か
。

　

都
市
整
備
課
長　

令
和
５
年
ま
で

に
、
坂
田
交
差
点
ま
で
一
部
供
用
開
始

で
き
る
予
定
で
あ
る
。

そ
こ
に
あ
る
保
留
地
は
、
何
筆

あ
り
処
分
単
価
は
い
く
ら
か
。

　

都
市
整
備
課
長　

９
筆
で
平
均
90

坪
か
ら
１
０
０
坪
。
処
分
単
価
は
平
成

28
年
度
評
価
で
約
28
万
円
。
モ
ノ
レ
ー

ル
開
業
に
よ
り
、
地
価
上
昇
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
。

保
留
地
売
却
で
約
２
億
７
千
万

円
。
そ
れ
に
よ
り
一
般
財
源
か

ら
持
ち
出
し
が
な
く
な
る
。
重
点
的
な

整
備
が
必
要
だ
が
町
長
の
考
え
は
。

　

町
長　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
早
期

の
事
業
完
了
に
、
精
一
杯
努
力
す
る
。

◇
地
域
福
祉
計
画
は

　
「
福
祉
の
根
幹
」

本
町
の
社
協
の
活
動
は
、
国
の

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
合
致
し

展
開
し
て
い
る
。
八
重
瀬
町
は
本
町

の
相
談
窓
口
等
の
取
組
み
を
学
び
計

画
策
定
ま
で
至
っ
た
。
中
身
が
大
切
、

ホ
ッ
チ
キ
ス
止
め
で
も
い
い
。
策
定
す

れ
ば
第
４
次
の
地
域
福
祉
活
動
計
画

を
社
協
が
策
定
で
き
る
。
お
金
を
か
け

ず
に
出
来
る
方
法
が
あ
る
の
で
、
社
協

と
協
力
し
て
取
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

福
祉
部
長　

学
生
や
大
学
の
先
生

を
活
用
し
て
い
る
事
は
社
協
か
ら
聞

い
て
い
る
。
そ
れ
も
有
効
な
手
段
だ
と

考
え
て
い
る
。
課
題
と
し
て
既
存
の
計

画
と
の
整
合
性
を
ど
う
図
っ
て
い
く

か
と
い
う
作
業
が
あ
る
が
、
議
員
の
提

案
を
含
め
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

社
会
福
祉
は
、
一
番
町
民
が
望

む
と
こ
ろ
で
す
よ
、
町
長
。
地

域
福
祉
計
画
は
「
福
祉
の
根
幹
」
で
す
。

近
い
将
来
、
良
い
も
の
が
で
き
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
取

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◇
地
域
福
祉
計
画

地
域
福
祉
計
画
は
、
地
域
福
祉

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
の
行
政
計
画
で
あ
り
、
西
原

町
を
除
い
て
22
市
町
村
が
策
定
済
み

で
あ
る
。
他
方
、
民
間
の
活
動
・
行
動

計
画
と
し
て
市
町
村
の
社
会
福
祉
協

議
会
が
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
指
し

て
策
定
す
る
の
が
地
域
福
祉
活
動
計

画
だ
。
こ
の
２
つ
の
計
画
は
車
の
両
輪

い
う
の
は
認
識
し
て
い
る
。
包
括
的

な
取
り
組
み
は
必
要
だ
が
、
現
に
や
っ

て
い
る
個
別
事
業
を
有
機
的
に
取
り

組
み
、
財
政
を
見
な
が
ら
取
り
組
み
た

い
。

計
画
を
策
定
し
て
い
る
22
自
治

体
の
う
ち
18
が
次
の
改
定
に

入
っ
て
い
る
が
、
本
町
は
１
次
も
ま

だ
。
福
祉
行
政
へ
の
危
機
感
は
な
い
の

か
。

サ
ー
ビ
ス
の
遅
れ
は
な
い
と
考
え
る
。

福
祉
の
現
場
で
あ
る
町
の
社
協

は
、
行
政
の
福
祉
計
画
の
策
定

を
痛
切
に
感
じ
て
い
る
。

　

福
祉
部
長　

今
の
財
政
状
況
で
は

す
ぐ
の
策
定
は
厳
し
い
。

で
、
自
治
体
運
営
の
常
識
で
も
あ
る
総

合
計
画
で
い
え
ば
、
基
本
構
想
に
相
当

す
る
の
が
地
域
福
祉
計
画
で
、
基
本
計

画
や
実
施
計
画
に
あ
た
る
の
が
地
域

福
祉
活
動
計
画
で
あ
る
。
地
域
福
祉
計

画
を
欠
い
た
ま
ま
で
は
多
様
な
住
民

福
祉
に
対
応
す
る
の
に
は
不
十
分
だ
。

　

福
祉
部
長　

法
律
の
改
正
で
地

域
福
祉
計
画
の
策
定
が
努
力
義
務
に

な
っ
た
。
包
括
的
な
支
援
体
制
を
整
備

す
る
う
え
で
必
要
な
計
画
だ
と
は
認

識
し
て
い
る
が
、
町
の
財
政
状
況
で
は

策
定
は
厳
し
い
。

高
齢
化
や
貧
困
、
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
個
別
的
な
対
応
で
は
無

理
が
あ
り
、
包
括
的
に
地
域
全
体
で
や

る
た
め
に
地
域
福
祉
計
画
が
必
要
だ
。

努
力
義
務
と
は
い
え
、
最
重
要
な
計
画

で
は
な
い
か
。

　

福
祉
部
長　

重
要
計
画
で
あ
る
と

　

福
祉
部
長　

策
定
は
し
た
が
改
定

が
で
き
て
い
な
い
自
治
体
も
あ
る
。
作

る
の
が
目
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。

〝
作
る
の
が
目
的
で
は
な
い
〞、

い
つ
も
聞
く
セ
リ
フ
だ
が
、
自

分
た
ち
の
遅
れ
を
棚
に
上
げ
て
、
す
で

に
先
行
す
る
自
治
体
の
課
題
を
挙
げ

連
ね
て
、
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
。

　

福
祉
部
長　

個
別
の
福
祉
計
画
は

目
標
設
定
も
し
て
や
っ
て
い
る
。
福
祉

◇
道
路
の
安
全
点
検
に
つ
い
て
！

全
国
で
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る

交
通
死
亡
事
故
が
相
次
ぐ
中
、

滋
賀
県
大
津
市
で
お
き
た
保
育
園
児

ら
の
死
傷
事
故
を
受
け
て
、（
１
）
幹

線
道
路
等
の
安
全
点
検
状
況
は
ど
う

か
。（
２
）
通
学
路
の
安
全
点
検
状
況

つ
い
て
伺
う
。(

３)

道
路
管
理
の
た

め
の
道
路
台
帳
の
整
備
状
況
は
ど
う

か
。(

４)

道
路
賠
償
責
任
保
険
等
の

過
去
の
賠
償
件
数
を
伺
う
。

　

建
設
部
長　
（
１
）
幹
線
道
路
で
歩

道
が
設
置
さ
れ
た
箇
所
の
安
全
点
検

を
行
っ
て
い
き
た
い
。（
３
）
町
道

２
５
６
路
線
中
、
２
２
２
路
線
を
整
備

済
み
で
あ
る
。（
４
）
過
去
10
年
間
の

道
路
関
連
事
故
は
13
件
で
あ
る
。

　

教
育
部
長　
（
２
）
毎
年
１
回
通
学

路
合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

◇
町
道
津
花
波
・
上
原
線
の

災
害
対
策
に
つ
い
て
！

（
１
）
委
託
業
務
の
工
程
と
完

了
時
期
を
伺
う
。（
２
）
施
工

時
に
鉄
塔
へ
の
影
響
は
な
い
か
。

　

建
設
部
長　
（
１
）
５
月
中
旬
か
ら

測
量
・
地
質
・
設
計
を
経
て
完
了
時
期

は
２
月
14
日
予
定
で
あ
る
。（
２
）
特

に
影
響
は
な
い
。

◇
小
波
津
川
及
び
小
波
津
川

南
北
線
の
早
急
整
備
を
！

（
１
）
沖
縄
振
興
予
算
が
年
々

減
少
す
る
中
、
両
予
算
の
確
保

見
通
し
は
ど
う
か
。（
２
）
次
年
度
以

降
も
事
業
説
明
会
を
継
続
し
て
頂
き

た
い
が
ど
う
か
。（
３
）
小
波
津
川
整

備
期
間
中
の
冠
水
対
策
と
し
て
県
道

浦
添
西
原
線
で
収
用
し
た
道
路
用
地

を
冠
水
時
の
一
時
車
両
避
難
箇
所
と

し
て
県
に
提
供
を
頂
き
た
い
が
町
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　
（
１
）
県
と
し
て
は
小

波
津
川
河
川
改
修
の
早
期
整
備
の
た

め
適
切
な
予
算
確
保
を
目
指
し
て
い

く
と
の
こ
と
。（
２
）
県
・
町
と
も
地

域
か
ら
説
明
会
の
要
請
等
が
あ
れ
ば

対
応
し
て
い
き
た
い
。（
３
）
県
・
町
・

平
園
自
治
会
で
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

◇
組
踊
等
伝
統
芸
能
の
継
承

で
観
光
資
源
の
活
性
化
を
！

観
光
拠
点
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
広

場
を
利
用
し
伝
統
芸
能
を
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
た
ら
ど

う
か
。

　

教
育
部
長　

各
地
域
に
埋
も
れ
た

伝
統
芸
能
を
披
露
す
る
こ
と
は
維
持

継
承
に
つ
な
が
る
。
各
地
域
並
び
に
関

係
団
体
、
指
定
管
理
者
と
も
意
見
交
換

を
し
て
い
き
た
い
。

崎
さきはら
原　盛

せいしゅう
秀　議員真

まえしろ
栄城 哲

てつ
　議員

与
よなみね
那嶺 義

よしお
雄　議員

問

問

問

問

問

問 問

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
歴
史
的
保
存
区
域
の
景
観
の
保
護

○
農
水
産
物
流
通
・
加
工
・
観
光
拠
点

施
設

○
財
政
計
画
と
公
共
施
設
の
維
持
管
理

そ
の
他
の
質
問
項
目

○
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度　
　

○
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問

問問問

問

問

問問

5 4

一
般
質
問

一
般
質
問

・ 

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・ 

各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・ 

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

・ 

各
議
員
の
氏
名
横
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の一般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


